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学長 山 田 家 正
このたび,「人文研究」第97輯の発刊にあた り,本学名誉教授中川勇治先
生の本学 に対する長年にわたる教育研究上の御業績を讃 え,中川勇治名誉教
授記念号 とすることに致しました。
中川勇治先生は1958年3月に東北大学文学部 をご卒業後,直ちに同大学大
学院文学研究科修士課程,博士課程 に進学され64年に退学されました。この
間,61年10月か ら63年10月までの2年 間を ドイツ学術交流会(DAAD)の
奨学生 として ドイツ連邦共和国ボン大学,ゲ ッチンゲン大学に留学 されまし
た。なお,1960年3月には文学修士(東北大学)の学位 を取得されてお られ
ます。
ド・fツか ら帰国されて間 もない1964年5月に本学商学部講師 として着任
され,一 般教育等に所属し外国文学(ドイツ文学),ドイツ語を担当されまし
た。66年10月に助教授に昇任された後,68年4月 に東北大学教養部助教授
に転出され,さらに山形大学人文学部助教授 としてご勤務の後,76年10月に
本学商学部教授 として再び本学に戻 られ教育研究 に力を注いで頂 きました。
1980年4月に当時の併設短期大学部主事に選 出され短大部の責任者 として
82年6月までの2年3カ 月の期間,そ の運営にご苦労頂 きました。その他,
学科連絡会議委員長(87年2月から88年1月),自己評価委員会委員長(96
年4月 か ら97年3月)をはじめ多 くの学内委員会委員 として大学運営 にご貢
献頂 きました。
中川先生のご専門はロベル ト・ムジルの小説理論の考察 を中心 とした近代
ドイツ文学の史的展開であ ります。先生は日本独文学会,北 海道 ドイツ文学
会,東 北 ドイツ文学会,国 際ロベル ト・ムジル学会の中心的存在でもあ り,
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多 くの学術研究論文,訳 書は本誌 をはじめ多 くの学会誌 に掲載されてお りま
すので,改 めて申し上げる必要はない と思います。むしろ私が ここで強調し
たいことは,中 川先生の ドイツ語の力量のレベルの高 さについてです。この
ことは学内はもとより他大学のドイツ文学,ド イツ語関係者か らもよく聞か
された ことでした。外国文学の担当教官でありましたが,ド イツ語 を教える
語学の教官 として も本学 にとっては極 めて大切な先生であ りました。
以上のように中川先生 は25年5カ月 もの長い間本学の教育研究 と運営に
ご貢献賜 りましたが,1998年3月をもって目出度 く停年 ご退官 とな りまし
た。本学教授会はこ退官後の98年4月 に直ちにそのご功績 に報いるため名誉
教授の称号を授与 しました。
本記念号発刊 にあた り,改 めて先生のご功績 を讃え感謝申し上げるととも
に,今 後益々のご活躍 とご多幸を祈念 申し上げる次第です。
